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来
春
開
校
す
る
県
立
吉
川
高
等
特
別
支
援
学
校
（
仮

称
）
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
が

13

日
、
吉
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
吉

川
区
総
合
事
務
所
長
、
地
域
協
議
会
正
副
会
長
、
Ｊ
Ａ

え
ち
ご
上
越
吉
川
支
店
長
、
地
元
町
内
会
長
、
県
義
務

教
育
課
の
「
開
校
準
備
室
」
の
赤
松
参
事
な
ど
10
数

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
な
か
で
県
の
担
当
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
準
備
室
な
ど
で
検
討
し
て
き
た

こ
と
や
当
面
の
方
針
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

主
な
内
容
を
列
挙
し
ま
す
と
、 

①
耐
震
改
修
な
ど
の
設
計
が
ま
も
な
く
終
わ
る
が
、
７

月
か
ら
工
事
を
開
始
し
、
雪
が
降
る
前
に
は
完
了
さ
せ

た
い
。 

②
開
校
準
備
室
は
７
月
に
県
庁
内
か
ら
上
越
市
内
に
移

転
し
、
校
舎
の
工
事
が
終
わ
り
次
第
、
そ
こ
に
入
る
。

③
校
名
に
つ
い
て
は
５
月
に
公
募
し
、
そ
れ
を
最
大
限

尊
重
し
て
決
め
て
い
き
た
い
。 

④
学
校
そ
の
も
の

は
今
年
の
11
月
１

日
に
設
置
の
予
定

で
あ
る
。
そ
う
し

な
い
と
開
校
に
向

け
、
生
徒
募
集
な

ど
の
事
務
が
進
め

ら
れ
な
い
。 

⑤
開
校
に
あ
た
っ

て
は
、
学
校
を
つ

く
る
段
階
か
ら
、

（
吉
川
区
の
）
皆

さ
ん
の
知
恵
を
貸 

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
、
５
月
に
保
護
者
な

ら
び
に
地
域
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
月

１
回
程
度
の
運
営
協
議
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

県
立
吉
川
高
等
特
別
支
援
学
校
（
仮
称
）
は
来
年
度

（
２
０
１
１
年
度
）
以
降
、
２
学
級
20
人
ず
つ
募
集

し
、
２
０
１
３
年
度
に
は
全
校
生
徒
数
が
60
人
と
な

る
予
定
で
す
。
配
置
予
定
の
教
職
員
数
は
、
２
０
１
１

年
度
が
校
長
、
教
頭
、
教
諭
５
、
養
護
教
諭
１
、
事
務

職
な
ど
４
、
合
計
12
人
。
そ
の
後
、
生
徒
数
が
増
え

る
に
従
い
教
職
員
数
も
増
え
、
２
０
１
３
年
度
に
は

20
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。
受
入
対
象
生
徒
は
主
に

軽
度
の
知
的
障
害
者
で
、
一
般
企
業
な
ど
へ
の
就
労
を

め
ざ
す
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
年
度
の
議
会

報
告
会
を
開
始 

  

４
月
か
ら
新
年
度

に
入
り
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
議
員
団
で

は
、
３
月
議
会
報
告

会
を
高
田
、
直
江
津

会
場
で

12

日
、

13

日

と

開

催

し

ま

し

た
。(

写
真
は
高
田
会
場
） 

 

議
会
報
告
の
後
の

懇
談
会
で
は
、
参
加

か
ら
、
「
通
学
路
の
歩
道
除
雪
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
何
と
か
し
て
」
「
木
田
庁
舎
の
障
が
い

者
用
の
小
さ
な
駐
車
場
か
ら
正
面
玄
関
ま
で
少
し
坂
に

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
屋
根
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
「
議

会
は
提
出
さ
れ
た
議
案
に
誰
が
賛
成
し
た
か
、
反
対
し

た
か
公
表
す
べ
き
だ
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
要
望
や
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
要
望
を
受
け
と
め
、

議
員
団
で
は
施
設
の
調
査
な
ど
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 

議
員
団
で
は
今
後
、
13
区
で
も
４
人
そ
ろ
っ
て
の

報
告
会
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
「
橋
爪
法
一
を
囲

む
会
」
も
９
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

 

シ
リ
ー
ズ 

上
越
市
内
の
橋 

 
 
 
 
 
 
 

第
35
回 

 

小
姓
人
橋 

 

「
小
姓
人
橋
」
と
書
い
て
「
こ
し
ょ
う
に
ん
ば
し
」
と
読
み

ま
す
。
青
田
川
に
か
け
ら
れ
た
、
し
ゃ
れ
た
歩
道
橋
で
す
。

最
初
の
橋
は
江
戸
時
代
に
架
け
ら
れ
た
も
の
と
い
い
ま
す
。

杉
本
敏
宏
前
市
議
の
ブ
ロ

グ
に
よ
る
と
、
橋
の
名
前

の
由
来
は
、
昔
、
こ
の
近

く
の
屋
敷
に
住
む
美
し
い

女
性
に
お
城
の
小
姓
が
惚

れ
、
こ
の
橋
を
渡
っ
て

通
っ
た
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
す
。
い
ま
の
橋
の
名

前
を
書
い
た
の
は
書
家
の

早
川
大
斗
先
生
で
す
。 

 

橋
長
は
約
16
㍍
。
竣
工

は
２
０
０
６
年
（
平
成
18

年
）
11
月
で
す
。 

『「五センチ」になった母』 
 ５月８日,遊ランドで出版記念会 

 

 『「五センチ」になった母』

（同時代社）の出版記念会を実行

委員会の皆さんが開いてくださる

ことになりました。 

 来月８日（土）、午後１時から

スカイトピア遊ランドにて開催。

会費は本代を含めて5000円（本が

ある人はその分、尐なくなりま

す）。会には国際啄木学会の近藤

典彦前会長も駆けつけてください

ます。参加を希望される方は実行

委員会事務局の田子（たご）正三

郎さん（電話548-2336）まで。 

県
立
吉
川
高
等
特
別
支
援
学
校
（仮
称
） 



柿崎区における路線バス見直し実証運行計画(案）…主な内容（市地域公共交通活性化協議会資料） 

公共交通（路線バス）に関する問題点 
 

【路線競合があり非効率な運行】 

・山直海線、黒岩線、水野線、上直海線の４路線が「下小 

 野～柿崎駅」の間で路線競合があり非効率な運行となっ 

 ている。 

【利用者減尐に伴い欠損額が大きい】 

・平成21年度実績で、黒岩線（平均乗車密度0.7）、水野線

（平均車密度0.4）上直海線（平均乗車密度0.9）の利用者 

 が尐なく欠損額が大きい。 

【路線バスとスクールバスのすみ分けが必要】 

・各集落を回るスクールバスが朝20系統、夕13系統運行し 

 ている。その中には路線バスの運行と重複する区間も多 

 くある。 

 ※現状ではスクールバスの利用状況から混乗化は難し 

 い。 

公共交通ネットワーク見直しの基本的な考

え方 

 

【公共交通ネットワークの階層化】 

・浜線（直江津～柿崎）、山直海線（柿崎～原之町）の２ 

 路線は、地域拠点を結ぶ重要な路線であり「幹線」とし 

 て位置づけ、柿崎区内を運行する黒岩線、水野線、上直 

 海線は「支線」として位置づけ運行します。 

【利用需要に応じた新たな運行形態の 

                乗合タクシーを導入】 

・黒岩線、水野線、上直海線は、１日を通して利用者が尐 

 なく、最大乗車人数は黒岩線の10人が３路線中で最大値 

 であることから、尐量輸送手法である乗合タクシー(ま 

 たは小型バス)を導入します。 

【利用目的にあった運行ダイヤ、運行本数の設定】 

・通勤、通学、通院など、利用者のニーズに対応した運行 

 ダイヤ、運行本数に見直します。 


